
　　　　

2024 年 11 月 19 日

10 時 00 分から 14 時 00 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

・季節イベント（ハロウィン・クリスマス等）、行事イベント（卒業や入学祝等）。　　・夏休みのプール活動。
・公共機関を利用した外出レク・外食レク。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・年間、月間での音楽活動。
・各児童の誕生日会、プレゼント。

家族支援

・保護者会の開催。
・定期面談の実施。
・家族がレスパイトできるような社会資源の活用のアドバイス。

移行支援

個々の児童の発達段階と、事業所での活動状況を記録し、保護者様・移行
先への情報共有を行い連携を図る。

地域支援・地域連携

・季節イベントへの参加をお願いする等して、交流を深める。

職員の質の向上

法人内研修の実施（事業所内、エリア内）。
毎日のミーティング、定期的な支援会議を実施。
各職員の資格取得を促す。

支　援　内　容

本
人
支
援

・定期的に調理活動等の食育を実施し、食を身近に感じ、日々の食事を楽しいものと感じる事が出来る様に支援していきます。
・児童の発達段階に応じたトイレトレーニング等を中心に、身辺自立が出来る様に支援していきます。

・公園遊び等の屋外活動や、パラバルーン等の室内活動を通して楽しく身体を動かし、歩行・体幹・跳躍等の運動能力の基礎を養える様に支援していきます。
・工作遊びを通して、指先の微細運動を行い、就学後の運筆やハサミ・のり等の文具の使用に繋げれる様に支援していきます。

・ビジョントレーニングとして、風船バレーやボール遊び等を活動に取り入れ、空間の把握能力を養える様に支援していきます。
・ホワイトボードに一日の流れを記載し、日付や曜日を通して数字に触れ、日・週・月等の時間の流れを徐々に感じ取ることが出来る様に支援していきます。

・絵本や紙芝居の読み聞かせ活動を通して、話を傾聴する、話を理解する等の、言葉に対する興味を高めることが出来る様に支援していきます。
・フラッシュカードやイラストカードを用いて、日常にある物の名前に触れ、楽しく語彙を増やしていけるように支援していきます。
・児童との応答的なコミュニケーションを通じて、他者と関わる楽しさを知り、自然と発語が増えていくように支援していきます。

・外出レクを行い、普段関わることのない他者と関わることで公共の場での過ごし方やルールを学びます。
・バスや電車等の交通機関の利用を経験し、お金の大切さや、集団意識の基礎を養える様に支援していきます。
・児童の発達段階に合わせた玩具を提供し、徐々に遊びの段階が発達する様に支援していきます。

法人（事業所）理念
・小さな要望にも耳を傾け、心をこめて支援する。　　　　　　・どんな時も明るい笑顔と挨拶を欠かさない。
・安心・安全な環境づくりに努める。　　　　　　　　　　　　・仲間を尊重し、チームワークで職務に臨む。
・法令を遵守し、健全で適切な施設運営を行う 。

支援方針

・就学に向けて、自信と勇気をもって過ごせる様に、児童たちの笑顔が溢れる支援をしていきます。
・児童の発達段階に合わせ、5領域に即した様々な経験を積む機会を提供します。
・ABA分析を基に、児童と関わる中で、児童の「できない」を「できた」にしていける様に支援していきます。

営業時間 送迎実施の有無

縁hope　 児童発達支援 支援プログラム 作成日


